
本書の利用に当たって
1 マニュアル発行のねらい

北海道周辺海域で漁獲される魚類の中で、漁業生産（生産量および生産額）や資源管理対策推進上の必
要性等を考慮して選定された主要な24魚種、のべ42海域の資源評価や資源管理状況等について紹介し、
広く理解と関心を深めていただくことをねらいとしています。

2 マニュアルの読み方
マニュアル各部の内容は次のとおりです。

魚種名・対象海域
魚種名、資源評価の対象海域、ま

た、この海域における主な漁業と漁
期、そして、漁場について記載して
います。

生態
資源評価において必要な生態情報

（分布・回遊、産卵期・産卵場、成
長・成熟）を記載しています。

資源評価
その魚種の評価年度や、資源量や

来遊量の指標を記載しています。ま
た、漁獲量や、資源量指標の現在ま
での推移と、今後の動向等が記載さ
れています。

・2022年度※の水準
過去20年間の資源量指標や北海道

への来遊量指標を高位・中位・低位
の３段階に区分し、評価年の資源水
準や、来遊水準が、どの水準にある
かを示しています。

・2023年度※の動向
翌年の資源量指標や来遊量指標の

動向を示しています。動向予測には、
資源解析結果や、幼魚の現存量と
いったデータが必要で、こういった
データが得られていない資源では
「不明」となります。
また、漁獲量やCPUE を指標に評

価している資源で、変動が比較的緩
やかなものについては、3年に2度程
度「概要報告書」の作成にとどめる
こととし、これについての動向も
「不明」となります。

※ 資源によって、対象年度は異なります。

高水準 中水準 低水準

増加 横ばい 減少 不明 問い合わせ先
さらに詳しく知りたい場合は、こちらにご連絡ください。

資源の維持・増大のために！
現在行われている資源管理に関する取り組みについて記

載されています。
また、資源の維持・増大に向けて必要とされる事がらに

ついて、記載されています。
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